
年間授業計画

都立墨田川高等学校 令和5年度（2学年用）
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 物理演習 2

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

物理基礎の問題演習を行い物理の内容を先取り
する。物理的な事象・現象を観察や実験を通し
て、自然の中に潜む基本的な概念や原理法則に
ついての理解を深め、理論的な見方や考え方を
身に付けることを目標とする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態度を養う。

総合物理（数研出版）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を
身につけるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

態
配当
時数

前
期

A 運動の表し方
【知識及び技能】
運動の表し方、水平投射、社宝投
射運動、直線運動の加速度につい
ての基本的な概念や原理・法則な
どを理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
運動の表し方について、観察、実
験などを通して探究し、規則性や
関係性を見いだして表現するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
運動の表し方に主体的に関わり、
見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようとす
る態度を養う。

運動の表し方については、速度、
加速度、距離、時間のそれぞれの
意味を単位から理解させる。ま
た、vtグラフを中心に、xtグラ
フ、atグラフが持つ意味を理解さ
せる。実験には常に測定誤差があ
ることを考慮し、有効数字の考え
方を理解し、活用できるようにす
る。

【知識・技能】
運動の表し方、直線運動の加速度についての
基本的な概念や原理・法則などを理解してい
るとともに、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
運動の表し方について、観察、実験などを通
して探究し、規則性や関係性を見いだして表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動の表し方に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探
究しようとしている。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

7

定期考査 ○ ○ 1

B 様々な力とその働き
【知識及び技能】
力のつり合い、運動の法則につい
ての基本的な概念や原理・法則な
どを理解するとともに、科学的に
探究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な力とその働きについて、観
察、実験などを通して探究し、規
則性や関係性を見いだして表現す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な力とその働きに主体的に関
わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

運動の法則については、力は物体
の変形や運動状態の変化の原因と
なるものであり向きと大きさを
もったベクトル量であることを理
解させる。力は相互作用であり、
必ず作用反作用の法則が成り立
つ。力が働いていないか、力の合
力が0であるときは、慣性の法則が
成り立つことを理解させる。

【知識・技能】
力のつり合い、運動の法則についての基本的
な概念や原理・法則などを理解しているとと
もに、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
様々な力とその働きについて、観察、実験な
どを通して探究し、規則性や関係性を見いだ
して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な力とその働きに主体的に関わり、見通
しをもったり振り返ったりするなど、科学的
に探究しようとしている。

○ ○ ○

12

定期考査 ○ ○ 1

C 力学的エネルギー
【知識及び技能】
運動エネルギーと位置エネル
ギー、力学的エネルギーの保存に
ついての基本的な概念や原理・法
則などを理解するとともに、科学
的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付ける
こと。
【思考力、判断力、表現力等】
力学的エネルギーについて、観
察、実験などを通して探究し、規
則性や関係性を見いだして表現す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
力学的エネルギーに主体的に関わ
り、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しよう
とする態度を養う。

仕事と力学的エネルギーでは、仕
事とは何かを抑えてから、仕事の
原理、仕事率、運動エネルギー、
位置エネルギー、力学的エネル
ギー保存の法則の演習。
	
	

【知識・技能】
運動エネルギーと位置エネルギー、力学的エ
ネルギーの保存についての基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとともに、科学
的に探究するために必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
力学的エネルギーについて、観察、実験など
を通して探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
力学的エネルギーに主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

○ ○ ○



態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

前
期

ブラウン運動を通じて熱運動を理
解させる。
物質には固体、液体、気体と３つ
の状態があることを理解させ、い
ずれの状態でも熱運動があること
を理解させる。
熱がエネルギーの一形態であるこ
とを理解させる。熱エネルギーま
で含めれば、エネルギー保存則は
成立し、それが熱力学の第一法則
と同じ内容であることを理解させ
る。可逆反応、不可逆反応を紹介
し、熱運動は不可逆になることが
多く、第二種の永久機関はできな
いことを理解させる。

【知識・技能】
熱と温度、熱の利用についての基本的な概念
や原理・法則などを理解しているとともに、
科学的に探究するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
熱について、観察、実験などを通して探究
し、規則性や関係性を見いだして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
熱に主体的に関わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探究しようとし
ている。

○ ○ ○ 7

14

後
期

定期考査 ○ ○ 1

E 熱
【知識及び技能】
熱と温度、熱の利用についての基
本的な概念や原理・法則などを理
解する。理想気体を元に気体の分
子運動論から、分子の運動と絶対
温度と圧力の関係を考える。また
科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付
けること。
【思考力、判断力、表現力等】
熱について、観察、実験などを通
して探究し、規則性や関係性を見
いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
熱に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

D 波
【知識及び技能】
波の性質、音と振動、光について
の基本的な概念や原理・法則など
を理解するとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験な
どに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
波について、観察、実験などを通
して探究し、規則性や関係性を見
いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
波に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

波は媒質の振動が媒質中を伝わ波
の基本的な性質を学習する。波の
伝わり方、正弦波、位相、横波と
縦波、重ね合わせの原理、定常
波、反射、屈折、回折、干渉など
の演習。音波としてドップラー効
果、共鳴、更に弦の振動について
発展的な学習を行う。光の伝わり
方、光の性質について学習する。
光の反射、屈折、全反射、分散、
レンズとその像、光の干渉と回折
の学習・演習を行う。また、数式
を用いた発展的な内容も学習す
る。

【知識・技能】
波の性質、音と振動、光についての基本的な
概念や原理・法則などを理解しているととも
に、科学的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
波について、観察、実験などを通して探究
し、規則性や関係性を見いだして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
波に主体的に関わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探究しようとし
ている。

○ ○ ○

8

定期考査 ○ ○ 1

F 電気
【知識及び技能】
物質と電気抵抗、電気の利用につ
いての基本的な概念や原理・法則
などを理解するとともに、科学的
に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
電気について、観察、実験などを
通して探究し、規則性や関係性を
見いだして表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
電気に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

電気では、静電気、電場、電位、
コンデンサーを学習する。静電
気、電流の向きと大きさ、抵抗、
直列、並列回路、仕事（電力
量）、仕事率（電力）を理解させ
る。荷電粒子のまわりの空間は、
電気的性質を帯びている空間で、
その空間のことを電場というこ
と。電場の空間で、高さに相当す
る物理量が電位であること、電場
に別の荷電粒子があると力を受け
ることなどを理解させる。空間が
電気的性質をもつものであること
を理解し、それを媒質として伝わ
るものが電磁波であることを理解
する。

【知識・技能】
物質と電気抵抗、電気の利用についての基本
的な概念や原理・法則などを理解していると
ともに、科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
電気について、観察、実験などを通して探究
し、規則性や関係性を見いだして表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
電気に主体的に関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探究しようと
している。

○ ○ ○

10

G エネルギーとその利用
【知識及び技能】
エネルギーとその利用について、
基本的な概念や原理・法則などを
理解するとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験など
に関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
エネルギーとその利用について、
観察、実験などを通して探究し、
規則性や関係性を見いだして表現
すること。
【学びに向かう力、人間性等】
エネルギーとその利用に主体的に
関わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探究
しようとする態度を養う。

エネルギーには力学的エネルギー
や熱エネルギー、電気エネルギー
のほかにもあることを理解させ
る。たとえば光エネルギー、化学
エネルギー、核エネルギーなどで
それぞれの意味も理解させる。化
学エネルギーは、究極は、分子や
原子核、電子の間の電場の位置エ
ネルギーであるし、核エネルギー
は、質量がエネルギーの一形態で
あることを理解する。エネルギー
の形態は変わるが全体としてエネ
ルギーは保存することを理解す
る。

【知識・技能】
エネルギーとその利用について、基本的な概
念や原理・法則などを理解しているととも
に、科学的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
エネルギーとその利用について、観察、実験
などを通して探究し、規則性や関係性を見い
だして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
エネルギーとその利用に主体的に関わり、見
通しをもったり振り返ったりするなど、科学
的に探究しようとしている。

○ ○ ○



態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

後
期

H 物理学が拓く世界
【知識及び技能】
物理学が拓く世界について、基本
的な概念や原理・法則などを理解
するとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関
する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】
物理学が拓く世界について、観
察、実験などを通して探究し、規
則性や関係性を見いだして表現す
ること。
【学びに向かう力、人間性等】
物理学が拓く世界に主体的に関わ
り、見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しよう
とする態度を養う。

物理基礎で学んだ事柄が、日常生
活や社会を支えている科学技術と
結びついていることを理解させ
る。例えば、エネルギー資源とし
て、火力発電が考えられるが、化
石燃料を使うこと、二酸化炭素を
放出することを理解する。原子力
発電は、原子核の分裂時に質量が
エネルギーに変わる反応を利用し
ているが、分裂の際に放出する放
射能物質が人体に有害であること
を理解する。水力発電、風力発
電、潮汐発電等いろいろな発電方
法を紹介する。種類はいろいろあ
るが、発電は基本的にはタービン
を回し、電磁誘導によって、起電
力を発生させていることを理解さ
せる。

【知識・技能】
物理学が拓く世界について、基本的な概念や
原理・法則などを理解しているとともに、科
学的に探究するために必要な観察、実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
物理学が拓く世界について、観察、実験など
を通して探究し、規則性や関係性を見いだし
て表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物理学が拓く世界に主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

○ ○ ○ 9

1

合計

78

定期考査

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ H 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学
理科 化学 2

東京書籍「化学 Vol.1 理論編」（化学701），「化学 Vol.2 物質編」(化学702) 

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

日常生活や社会の化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学的な事物・現象を観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，観察・実験などに関する基本的な技能を身
に付ける。

前
期

A ０編　人間生活の中の化学
【知識及び技能】
・化学が果たす役割について，理
解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・化学が果たす役割について，観
察，実験などを通して探究し，見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学が果たす役割に関する事
物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとする態度を養
う。

信号機，道路，ビル，バス，ヒ
ト，タブレット端末，洋服を例に
それぞれどのような物質が使われ
ているかを意見交換する。
・それぞれの物質が，どのような
性質や特徴があるのかなどを考え
る。
・班での発表などを通して，社会
の中で化学が果たす役割を考え
る。

【知識及び技能】
　化学が果たす役割についての実験などを通
して，その基本的な概念や原理・原則などを
理解しているとともに，科学的に探究するた
めに必要な実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
化学が果たす役割について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的に考
察し表現しているなど，科学的に探究してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
化学が果たす役割について主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

○ ○

定期考査 ○

【知識・技能】
　物質の状態とその変化について気体の性質
の基本的な概念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究するために必要
な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
気体の性質について，問題を見いだし見通し
をもって実験などを行い，科学的に考察し表
現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
気体の性質について主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

化学に関する事物・現象について、基本的な概
念や原理･法則を理解し、知識を身につけてい
る。
観察、実験を行い、基本操作を習得するととも
に、それらの過程や結果を的確に記録、整理
し、化学に関する事物・現象を科学的に探究す
る技能を身につけている。

自然界や産業界にある事物・現象の中に問題を
見出し、化学的に探究する過程を通して、事象
を科学的・論理的に考察し、導き出した考えを
的確に表現することができる。

自然の事物・現象に進んでかかわり、科学的に
探究しようとする態度が養われている。
自然の原理・法則や科学技術と私たちの生活と
のかかわりについて社会が発展するための基盤
となる化学に対する興味・関心を高めている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○ 2

10

D 溶液の性質
【知識及び技能】
・溶液と平衡について，溶解平衡
および溶液とその性質を理解する
とともに，それらの観察，実験な
どに関する技能を身に付ける。
　【思考力、判断力、表現力等】
・溶液と平衡について，観察，実
験などを通して探究し，溶解平衡
および溶液とその性質について見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・溶解平衡および溶液とその性質
に関する事物・現象に主体的に関
わり，科学的に探究しようとする
態度を養う。

・混ざりやすさについて，極性の
有無で考えられることに気づく。
・飽和溶液について溶解平衡を
使って考える。
・質量パーセント濃度，モル濃度
の計算方法について，その特徴を
元に理解する。
・質量モル濃度の表し方と利用に
ついて理解する。
・純溶媒と不揮発性の物質を溶か
した希薄溶液の蒸気圧を比べて，
その違いについて理解する。
・蒸気圧降下から沸点上昇を考え
る。
・溶液と純溶媒の凝固点の違いに
ついて考える。
・コロイド粒子について理解し，
真の溶液とコロイド溶液の違いに
ついて理解する。
・コロイド溶液の様々な性質を考
える。

【知識・技能】
　溶液と平衡についての実験などを通して，
溶解平衡および溶液とその性質の基本的な概
念や原理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必要な実験など
に関する基本操作や記録などの基本的な技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
溶解平衡および溶液とその性質について，問
題を見いだし見通しをもって実験などを行
い，科学的に考察し表現しているなど，科学
的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
溶解平衡および溶液とその性質について主体
的に関わり，見通しをもったり振り返ったり
するなど，科学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 10

C 気体の性質
【知識及び技能】
　・物質の状態とその変化につい
て，気体の性質を理解するととも
に，それらの観察，実験などに関
する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・物質の状態とその変化につい
て，観察，実験などを通して探究
し，気体の性質について見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・気体の性質に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度を養う。

・ボイルの法則とシャルルの法則
からボイル・シャルルの法則が導
かれることを理解する。
・アボガドロの法則を用いて，ボ
イル・シャルルの法則に物質量の
考え方が導入できないか考える。
・気体の状態方程式を理解する。
・気体の状態方程式を，気体の質
量とモル質量を用いて変形でき
る。

○

5

B 物質の状態
【知識及び技能】
・物質の状態とその変化につい
て，状態変化を理解するととも
に，それらの観察，実験などに関
する技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・物質の状態とその変化につい
て，観察，実験などを通して探究
し，状態変化について見いだして
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・状態変化に関する事物・現象に
主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度を養う。

・固体，液体，気体の3つの状態を
確認し，粒子のふるまいを考え
る。
粒子の熱運動，拡散について理解
する。
・物質の融点，沸点は，化学結合
や分子間力の種類と関係し，粒子
間に働く引力が大きいほど高くな
ることを考える。
・気液間の平衡について，状態変
化を用いて考える。
・沸騰について理解する。
・蒸気圧と蒸気圧曲線について理
解する。

【知識・技能】
物質の状態とその変化について，状態変化の
基本的な概念や原理・法則などを理解してい
る。
気液間の平衡や，沸騰について状態変化を用
いて説明できる。
【思考・判断・表現】
状態変化について，問題を見いだし見通しを
もって実験などを行い，科学的に考察し表現
しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
状態変化について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

○ ○ ○

○ ○ ○

定期考査
○ ○



単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

E 固体の構造
【知識及び技能】
・物質の状態とその変化ついて，
固体の構造を理解するとともに，
それらの観察，実験などに関する
技能を身に付ける。
　【思考力、判断力、表現力等】
・物質の状態とその変化につい
て，観察，実験などを通して探究
し，固体の構造について見いだし
て表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・固体の構造に関する事物・現象
に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度を養う。

・結晶の種類について確認し，物
質名を挙げてその特徴を確認す
る。
・単位格子と配位数について理解
する。
・面心立方格子，六方最密構造，
体心立方格子についてその配列，
配位数，充填率について理解す
る。
・面心立方格子と六方最密構造に
ついてそのモデルを利用する。
・単位格子の一辺の長さと原子半
径の関係について考える。
・金属結晶とイオン結晶の粒子の
違いについて確認し，その構造に
ついて考える。
・単位格子に含まれるイオンの数
と，配位数について，その構造と
ともに理解する。
・分子結晶や共有結合の結晶につ
いて，金属結晶やイオン結晶との
違いを考える。

【知識・技能】
物質の状態とその変化についての実験などを
通して，固体の構造の基本的な概念や原理・
法則などを理解しているとともに，科学的に
探究するために必要な実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
固体の構造について，問題を見いだし見通し
をもって実験などを行い，科学的に考察し表
現しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
固体の構造について主体的に関わり，見通し
をもったり振り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

○ ○

・反応速度vの表し方を理解する。
・濃度と反応速度の関係について
説明できる。
・濃度による反応速度の違いを理
解し，反応速度式の表し方を実験
によって求めることができること
を知る。
・温度,触媒による反応速度の違い
を理解する。
・濃度，温度，触媒以外の反応速
度の違いについて確認する。
・活性化エネルギーとは何かを説
明できる。

【知識・技能】
化学反応と化学平衡についての実験などを通
して，反応速度の基本的な概念や原理・原則
などを理解しているとともに，科学的に探究
するために必要な実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技術を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
反応速度について，問題を見いだし見通しを
もって実験などを行い，科学的に考察し表現
しているなど，科学的に探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
反応速度について主体的に関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

○ ○ ○

・電池の原理を確認し，ダニエル
電池の仕組みについて理解す
る。・電気分解の基本的な用語を
確認し，水溶液の電気分解の酸化
還元反応について理解する。
・塩化銅(Ⅱ)水溶液の電気分解，
水の電気分解を通して，電気分解
における各電極の反応を理解す
る。
・電気分解の工業的な利用につい
て理解を深める。
・電気分解の量的関係について各
電極の反応式から，ファラデーの
電気分解の法則を理解する。
・ファラデー定数について説明で
きる。

【知識・技能】
化学反応とエネルギーについての実験などを
通して，電池，電気分解の基本的な概念や原
理・原則などを理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技術を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
電池，電気分解について，問題を見いだし見
通しをもって実験などを行い，科学的に考察
し表現しているなど，科学的に探究してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
電池，電気分解について主体的に関わり，見
通しをもったり振り返ったりするなど，科学
的に探究しようとしている。

○ ○

○ 8

・反応エンタルピーΔHと反応エン
タルピーの符号について理解す
る。
・状態変化に伴うエンタルピー変
化について説明できる。

・反応エンタルピーの種類につい
て理解する。
・反応に関係する各物質の生成エ
ンタルピーの値から，その反応の
反応エンタルピーを求めることが
できる。
・エントロピーについて理解す
る。
・ヘスの法則（総熱量保存の法
則）について理解する。
・実際に測定することが難しい反
応の反応エンタルピーを求めるこ
とができる。
・光が波であることを確認し，光
子のもつエネルギーとその光の波

後
期

定期考査 ○ ○

【知識・技能】
化学反応とエネルギーについての実験などを
通して，化学反応と熱・光の基本的な概念や
原理・原則などを理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技術を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
化学反応と熱・光について，問題を見いだし
見通しをもって実験などを行い，科学的に考
察し表現しているなど，科学的に探究してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
化学反応と熱・光について主体的に関わり，
見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

○ ○ ○ 9

○ ○

○ 10

H 化学反応の速さ
【知識及び技能】
・化学反応について，反応速度の
ことを理解するとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・化学反応niついて，観察，実験
などを通して探究し，反応速度に
ついて見いだして表現する。
・反応速度に関する事物・現象に
主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・反応速度に関する事物・現象に
主体的に関わり，科学的に探究し
ようとする態度を養う。

G　電池と電気分解
【知識及び技能】
・化学反応とエネルギーについ
て，電池，電気分解のことを理解
するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・化学反応とエネルギーについ
て，観察，実験などを通して探究
し，電池，電気分解について見い
だして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・電池，電気分解に関する事物・
現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

定期考査

F　化学反応と熱・光
【知識及び技能】
・化学反応とエネルギーについ
て，化学反応と熱・光のことを理
解するとともに，それらの観察，
実験などに関する技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・化学反応とエネルギーについ
て，観察，実験などを通して探究
し，化学反応と熱・光について見
いだして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学反応と熱・光に関する事
物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとする態度を養
う。

10



単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

I 化学平衡
【知識及び技能】
・化学平衡について，反応速度の
ことを理解するとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・化学反応と化学平衡について，
観察，実験などを通して探究し，
化学平衡とその移動について見い
だして表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・化学平衡とその移動に関する事
物・現象に主体的に関わり，科学
的に探究しようとする態度を養
う。

・可逆反応，不可逆反応，正反
応，逆反応について，反応速度と
いうことばを使って説明できる。
・平衡定数Kの表し方を確認し，そ
の値が一定温度で固有の値を取る
ことを知る。
・平衡定数と気体の分圧の関係に
ついて，気体の状態方程式から説
明できる。
・ルシャトリエの原理を理解し，
説明できる。
・平衡状態にある場合，温度一定
である成分濃度に変化が生じると
その濃度が減少する方向に平衡が
移動し，Kが等しくなるように新し
い平衡に達することを理解する。
・気体混合物が平衡状態にある場
合，その圧力変化によって平衡が
移動することを説明できる。

【知識・技能】
化学反応と化学平衡についての実験などを通
して，化学平衡とその移動の基本的な概念や
原理・原則などを理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な技術を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
化学平衡とその移動について，問題を見いだ
し見通しをもって実験などを行い，科学的に
考察し表現しているなど，科学的に探究して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
化学平衡とその移動について主体的に関わ
り，見通しをもったり振り返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

78

○ 14

合計



年間授業計画

都立墨田川高等学校 令和５年度（2学年用）
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A選択　CD　・B選択　AB　、　EF　、GH　・C選択

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 生物演習 2

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、自然界
のしくみや生物への関心を高め、生物や生物現
象の基本的な概念や原理・法則を理解するする
とともに、科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に着ける。

生物や生物現象から、観察、実験などを通し
て、得られた結果を分析して解釈し、表現する
など、科学的に探究している。

生物や生物現象に、主体的に関わり、科学的に
探究しようとする態度を養う。

高等学校 生物（数研出版）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を
身につけるようにする。

態
配当
時数

前
期

第1章　生物の進化
 1．生命の起源と生物の進化
 2．遺伝子の変化と多様性
 3．遺伝子の組み合わせの変化
【知識・技能】
・生命の起源について，化学進化
を経て生命が誕生したことを理解
する。
・細胞の進化によって地球環境が
変化したり，地球環境の変化が進
化に影響したりしてきたことを理
解する。
・生物の形質の変化が，突然変異
によって生じることを理解する。
・突然変異が遺伝的な多様性をも
たらすことを理解する。
・有性生殖では，減数分裂・受精
を経て遺伝子の組み合わせが変化
することを理解する。
・減数分裂の過程で，染色体の乗
換えにより遺伝子の組換えが起こ
ることを理解する。
・連鎖と組換えのしくみを理解す
る。
・性染色体について理解する。
【思考・判断・表現】
・学習したことをもとに，最初の
生物が地上ではなく海洋中で誕生
した理由について考え，説明する
ことができる。・遺伝子の変化と
形質の変化を示した資料を比較
し，遺伝子が変化すると，遺伝子
をもとにつくられるタンパク質が
変化し，その結果形質が変化する
ことを見いだすことができる。
・無性生殖の場合，親と子で遺伝
子の組み合わせがどうなるのかを
考え，説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生命の起源と生物の進化に関心
をもち，主体的に学習に取り組め
る。
・遺伝子の変化と多様性に関心を
もち，主体的に学習に取り組め
る。
・遺伝子の組み合わせの変化に関
心をもち，主体的に学習に取り組
める。

1．生命の起源と生物の進化
生物の多様性と共通性，原始地球
と有機物の生成，有機物から生物
へ，生物の出現とその発展，真核
生物の出現と進化
2．遺伝子の変化と多様性
遺伝子と形質，ゲノムの多様性
3．遺伝子の組み合わせの変化
減数分裂と受精，染色体と遺伝
子，遺伝子の組み合わせの変化

【知識・技能】
・生命の起源について，化学進化を経て生命
が誕生したことを理解している。
・細胞の進化によって地球環境が変化した
り，地球環境の変化が進化に影響したりして
きたことを理解している。
・生物の形質の変化が，突然変異によって生
じることを理解している。
・突然変異が遺伝的な多様性をもたらすこと
を理解している。
・有性生殖では，減数分裂・受精を経て遺伝
子の組み合わせが変化することを理解してい
る。
・減数分裂の過程で，染色体の乗換えにより
遺伝子の組換えが起こることを理解してい
る。
・連鎖と組換えのしくみを理解している。
・性染色体について理解している。
【思考・判断・表現】
・学習したことをもとに，最初の生物が地上
ではなく海洋中で誕生した理由について考
え，説明できる。・遺伝子の変化と形質の変
化を示した資料を比較し，遺伝子が変化する
と，遺伝子をもとにつくられるタンパク質が
変化し，その結果形質が変化することを見い
だし、表現することができる。
・無性生殖の場合，親と子で遺伝子の組み合
わせがどうなるのかを考え，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生命の起源と生物の進化に関心をもち，主
体的に説明できる。
・遺伝子の変化と多様性に関心をもち，主体
的に説明できる。
・遺伝子の組み合わせの変化に関心をもち，
主体的に説明できる。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1
定期考査

○ ○ ○



態
配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

前
期

第1章　生物の進化
4．進化のしくみ
5．生物の系統と進化
6．人類の系統と進化
【知識及び技能】
・自然選択と遺伝的浮動によって
遺伝子頻度が変化することを理解
する。
・隔離を経て種分化が生じること
を理解する。
・塩基配列やアミノ酸配列によっ
て，生物の系統を推定できること
を理解する。
・ドメイン，界，門などの分類群
について理解する。
・人類の系統を理解する。
・人類は直立二足歩行を行うとい
う点で他の生物とは異なることを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・異なる種の親から子が生まれる
ことはあるが，その子からは子が
生まれない理由を考え，説明する
ことができる。
・あるタンパク質のアミノ酸配列
を複数種の生物で比較した資料に
基づいて，アミノ酸配列の差異を
もとに生物の系統が推定できるこ
とを見いだすことができる。
・7種類の霊長類について，雑種
DNAの熱安定性に関するデータをも
とに系統を推定し，さらに分岐年
代を推定することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進化のしくみに関心をもち，主
体的に学習に取り組める。
・人類の系統と進化に関心をも
ち，主体的に学習に取り組める。
・生物の系統と進化に関心
をもち，主体的に学習に取り組め
る。

4．進化のしくみ
進化と突然変異，集団としての進
化，実際の生物集団と進化，種分
化
5．生物の系統と進化
生物の分類，生物の系統と系統
樹，生物の系統と分類
6．人類の系統と進化
人類の祖先，人類の進化

【知識及び技能】
・自然選択と遺伝的浮動によって遺伝子頻度
が変化することを理解している。
・隔離を経て種分化が生じることを理解して
いる。
・塩基配列やアミノ酸配列によって，生物の
系統を推定できることを理解している。
・ドメイン，界，門などの分類群について理
解している。
・人類の系統を理解している。
・人類は直立二足歩行を行うという点で他の
生物とは異なることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・異なる種の親から子が生まれることはある
が，その子からは子が生まれない理由を考
え，説明できる。
・あるタンパク質のアミノ酸配列を複数種の
生物で比較した資料に基づいて，アミノ酸配
列の差異をもとに生物の系統が推定できるこ
とを見いだせる。
・7種類の霊長類について，雑種DNAの熱安定
性に関するデータをもとに系統を推定し，さ
らに分岐年代を推定できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進化のしくみに関心をもち，主体的に学習
に説明できる。
・人類の系統と進化に関心をもち，主体的に
説明できる。
・生物の系統と進化に関心をもち，主体的に
説明できる。

○ ○ ○ 16

1

第2章　細胞と分子
1．生体物質と細胞
2．タンパク質の構造と性質
3．化学反応にかかわるタンパク質

【知識及び技能】
・細胞を構成する代表的な物質と
その特徴について理解する。
・生物の基本単位である細胞の構
造とその機能について理解する。
・細胞の生命活動を担うタンパク
質の構造について理解する。
・タンパク質の構造と機能との関
係について理解する。
・酵素の基本的な性質と，酵素が
はたらく反応条件について理解す
る。
・酵素反応を調節するしくみにつ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・ミトコンドリアや葉緑体が，核
とは別の独自のDNAをもっている理
由を考え，説明することができ
る。
・タンパク質の立体構造が，タン
パク質の機能と密接に関係してい
ることを理解し，説明することが
できる。
・酵素の活性を阻害する薬につい
て，文献やインターネットを用い
て調べることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生体物質と細胞に関心をもち，
主体的に学習に取り組める。
・タンパク質の構造と性質に関心
をもち，主体的に学習に取り組め
る。
・化学反応にかかわるタンパク質
に関心をもち，主体的に学習に取
り組める。

1．生体物質と細胞
細胞を構成する物質，原核細胞と
真核細胞の構造，真核細胞の構造
と機能，生体膜の構造
2．タンパク質の構造と性質
タンパク質とは，タンパク質の構
造，タンパク質の立体構造と機能
3．化学反応にかかわるタンパク質
酵素の基本的なはたらき，酵素の
はたらきと反応条件，酵素反応の
調節

【知識及び技能】
・細胞を構成する代表的な物質とその特徴に
ついて理解している。
・生物の基本単位である細胞の構造とその機
能について理解している。
・細胞の生命活動を担うタンパク質の構造に
ついて理解している。
・タンパク質の構造と機能との関係について
理解している。
・酵素の基本的な性質と，酵素がはたらく反
応条件について理解している。
・酵素反応を調節するしくみについて理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
・ミトコンドリアや葉緑体が，核とは別の独
自のDNAをもっている理由を考え，説明する
できる。
・タンパク質の立体構造が，タンパク質の機
能と密接に関係していることを理解し，説明
できる。
・酵素の活性を阻害する薬について，文献や
インターネットを用いて調べ説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生体物質と細胞に関心をもち，主体的に説
明できる。
・タンパク質の構造と性質に関心をもち，主
体的に説明できる。
・化学反応にかかわるタンパク質に関心をも
ち，説明できる。

○ ○ ○ 16
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4．膜輸送や情報伝達にかかわるタ
ンパク質
第3章　代謝
1．代謝とエネルギー

【知識・技能】
　・生体膜を介した物質輸送と，
それにかかわるタンパク質のはた
らきについて理解する。
・情報伝達にかかわる受容体タン
パク質のはたらきについて理解す
る。
・生体内で起こる化学反応の一部
は酸化還元反応であり，反応に際
して大きなエネルギーの出入りを
伴うことを理解する。
・生体内の化学反応のうち，酸化
還元反応を伴う反応では，大きな
エネルギーの出入りが起こること
を理解し，説明することができ
る。
【思考・判断・表現】
　・尿崩症の原因を，腎臓の細胞
におけるアクアポリンの存在と関
連づけて考えることができる。ま
た，尿崩症の治療法について考
え，説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・膜輸送や情報伝達にかかわるタ
ンパク質に関心をもち，主体的に
学習に取り組める。
・代謝とエネルギーに関心をも
ち，主体的に学習に取り組める。

4．膜輸送や情報伝達にかかわるタ
ンパク質
膜輸送にかかわるタンパク質，情
報伝達にかかわるタンパク質

生体内で起こる化学反応の一部は
酸化還元反応であり，反応に際し
て大きなエネルギーの出入りを伴
うことを理解する。

【知識・技能】
　・生体膜を介した物質輸送と，それにかか
わるタンパク質のはたらきについて理解して
いる。
・情報伝達にかかわる受容体タンパク質のは
たらきについて理解している。
・生体内で起こる化学反応の一部は酸化還元
反応であり，反応に際して大きなエネルギー
の出入りを伴うことを理解している。
・生体内の化学反応のうち，酸化還元反応を
伴う反応では，大きなエネルギーの出入りが
起こることを理解し，説明できる。
【思考・判断・表現】
　・尿崩症の原因を，腎臓の細胞におけるア
クアポリンの存在と関連づけて考えることが
できる。また，尿崩症の治療法について考
え，表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・膜輸送や情報伝達にかかわるタンパク質に
関心をもち，主体的説明できる。
・代謝とエネルギーに関心をもち，主体的に
説明できる。

○ ○ ○ 14

○ 1

第3章　代謝
2．呼吸と発酵
3．光合成
【知識・技能】
・呼吸では有機物が酸化され，そ
の際に取り出されたエネルギーを
用いてATPが合成されることを理解
する。
・発酵では酸素を用いずに有機物
が分解され，ATPが合成されること
を理解する。
・光合成では，光エネルギーを用
いてATPとNADPHが合成され，これ
らを用いて二酸化炭素が還元され
て有機物が生じることを理解す
る。
【思考・判断・表現】
・呼吸と発酵では，グルコース1分
子から得られるATP量に大きな違い
がある理由を説明することができ
る。
・呼吸基質と呼吸商の関係を理解
し，与えられた呼吸商をもとに，
各呼吸基質の分解に使われた酸素
の割合を計算することができる。
・光リン酸化と酸化的リン酸化の
共通点を説明することができる。
・光合成において，葉緑体のチラ
コイド内外のH+の濃度差と，ATP合
成速度の関係を調べるのに必要な
実験を考え，説明することができ
る。
・ATP合成酵素の基本構造が原核生
物や真核生物の間で共通している
理由について，進化の観点から仮
説を立て，説明することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・呼吸と発酵に関心をもち，主体
的に学習に取り組める。
・光合成に関心をもち，主体的に
学習に取り組める。

呼吸では，有機物が酸化されるの
に伴う一連の酸化還元反応によっ
てエネルギーが取り出され，ATP
が合成されることを理解する。発
酵では，酸素を用いずに有機物が
分解され，ATP が合成されること
を理解する。

光合成では，光エネルギーを用い
てATP と電子の運搬体が合成さ
れ，これらを用いて二酸化炭素が
還元されて有機物が生じることを
理解する。

【知識・技能】
・呼吸では有機物が酸化され，その際に取り
出されたエネルギーを用いてATPが合成され
ることを理解している。
・発酵では酸素を用いずに有機物が分解さ
れ，ATPが合成されることを理解している。
・光合成では，光エネルギーを用いてATPと
NADPHが合成され，これらを用いて二酸化炭
素が還元されて有機物が生じることを理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・呼吸と発酵では，グルコース1分子から得
られるATP量に大きな違いがある理由を説明
できる。
・呼吸基質と呼吸商の関係を理解し，与えら
れた呼吸商をもとに，各呼吸基質の分解に使
われた酸素の割合を計算できる。
・光リン酸化と酸化的リン酸化の共通点を説
明できる。
・光合成において，葉緑体のチラコイド内外
のH+の濃度差と，ATP合成速度の関係を調べ
るのに必要な実験を考え，説明できる。
・ATP合成酵素の基本構造が原核生物や真核
生物の間で共通している理由について，進化
の観点から仮説を立て，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・呼吸と発酵に関心をもち，主体的に学習に
取り組んでいる。
・光合成に関心をもち，主体的に説明でき
る。

○ ○ ○ 11

1

合計

71

定期考査

○ ○ ○


